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Topics

第
２
回

脱
炭
素
先
行
地
域
が
決
定

《表紙写真》：地熱活用のまち弟子屈町

弟子屈町では豊富に賦存する地熱を活用して、地域内外でのエネルギー
転用に加え、地域の特産品開発にも活用されています。

▼

道
内
か
ら
は
、
札
幌
市
・
奥
尻
町

の
２
市
町
が
選
定

環
境
省
は
、
1
1
月
1
日
に
第
２
回

目
と
な
る
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
の
選

定
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
国
で

5
0
件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
２

０
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
道
か
ら

は
、
札
幌
市
、
奥
尻
町
の
２
市
町
が
選

定
さ
れ
、
第
１
回
選
定
（
今
年
４
月
）
と

合
わ
せ
、
５
市
町
の
選
定
は
全
都
道
府

県
中
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

脱炭素先⾏地域における主な取組概要

札
幌
市

奥
尻
町

 寒冷地の特性を踏まえたCGS（コージェネレーションシステム）を活用したエネルギーネットワー
クの構築が進められている札幌都⼼地域の⺠間施設群でのZEB化、太陽光発電の導入を促
進するとともに、熱供給限として⽊質バイオマスなどの再エネ利用に加え、CN（カーボンニュート
ラル）ガスへの切り替えにより電⼒・熱の脱炭素化を推進。

選
定
さ
れ
た
地
域
の
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

再エネフルメニューで実現する「サスティナブル・アイランド奥尻」事業

①札幌都⼼⺠間施設群、②⽔素モデル街区、

 ⽔素モデル街区では、定置式⽔素ステーションを整備して
燃料電池（FC）トラックの運用実証を実施。招致活動
中の2030年冬季オリンピック・パラリンピックにおいては、利
用予定施設としてZEBを導入するとともに、大会期間中の
輸送にZE（ゼロエミッション）⾞を活用し、クライメート・ポ
ジティブな大会を実現する。

 既存の⽔⼒発電と地熱・太陽光・⽊質バイオマス等の多様な再エネ電源を活用して
島全域の脱炭素化を進めるとともに、人口や公共施設等が
集中する島内の２エリアに自営線による
サブネットワークを構築し、離島における
エネルギーコストの低減を図る。

 町有バス公用⾞のEV化、EV自動運
転デマンドバスやグリーンスローモビリティ
を導入して⾼齢者をはじめとする住⺠の
利便性を向上し、脱炭素化の取組を
通じて「サスティナブル・アイランド奥尻」を
実現する。

対象エリア
③北大北キャンパス、④公共施設群、⑤オリパラ施設群

対象エリア 島全域

第
３
回
の
募
集
が
、
令
和
５

年
２
月
７
日
か
ら
２
月
１
７
日

の
期
間
で
行
わ
れ
ま
す
。
環
境

省
で
は
、
応
募
の
特
設
サ
イ
ト

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
応

募
を
ご
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、

更
新
情
報
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼

環境省 第２回
脱炭素先⾏地域
選定結果 HP

▼

第
３
回
の
募
集
は
年
明
け

開
始

ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ都市「環境首都・SAPP‿ RO」を目指して－産学官による積雪寒冷地ﾓﾃﾞﾙの構築

特集



特 集

本
道
の
特
色
で
あ
る

「
熱
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
術

▼

地
域
に
お
け
る

「
熱
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
術

▼

本
道
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
特
徴

地熱資源
を活用した
地域熱供給

地熱発電所

新産業創出

地域
熱・電気供給

ワーケーション

ゼロカーボン
ポート

グリーンスロー
モビリティ

ゼロカーボンモビリティ

新電⼒会社

道の駅

マイクログリッド 電気

電気

木質バイオマス
を活用した
地域熱供給使う

植える

育てる

加工場

エネルギー
センター

地域材
活用

熱供給

早生樹

熱供給

燃料供給

CHP

クレジット創出

スマート林業

熱供給

本
道
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
観
点

で
は
、
全
国
的
に
み
て
も
非
常
に
不
利
な

地
域
で
す
。
積
雪
寒
冷
な
気
候
で
あ
り
、

且
つ
、
広
域
分
散
型
の
集
落
構
造
を
形
成

し
て
い
る
た
め
で
す
。
つ
ま
り
、
冬
季
は

暖
房
用
と
し
て
灯
油
を
消
費
し
ま
す
し
、

移
動
手
段
は
マ
イ
カ
ー
利
用
が
多
く
、
ガ

ソ
リ
ン
の
使
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
「
化
石
燃
料
」
由
来
の
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
排
出
量
全
体
で
大
き
な
割

合
を
占
め
て
お
り
、
逆
に
考
え
る
と
、
こ

の
部
分
を
再
エ
ネ
な
ど
に
転
換
で
き
れ
ば
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
も
言
え
ま
す
。

化
石
燃
料
由
来
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
削
減
す
る
に
は
、
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
の
技
術
開
発
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

効
率
の
改
善
、
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
な

利
用
に
よ
る
効
率
改
善
、
③
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
「
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
（
段
階
的
な
利

用
）
」
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
の
低
減
、

等
の
手
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で
、

地
域
に
特
有
の
未
利
用
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
用
で
き
れ
ば
、
地
域
内
の

化
石
燃
料
消
費
量
を
大
き
く
低
減
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

さ
ら
に
、
原
料
と
し
て
未
利
用
あ
る
い

は
不
要
な
資
源
を
活
用
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
新
た
な
付
加
価
値
を
地
域
に
も

た
ら
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

本
誌
で
は
、
地
域
特
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
活
用
し
た
「
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

活
用
し
て
い
る
自
治
体
・
企
業
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

除排雪を
活用した

雪氷熱利用

雪山

データセンター
（WDC）

冷熱供給
（夏季）

地域の再エネ

1

排熱による加温
（冬季）

公共
除排雪

地
熱

資源 ・地域に賦存する地熱

取組 ・地域給湯事業/地域熱・電気併給

効果 ・生活利便性の向上/地域のレジリエンス強化

⽊
質

バ
イ
オ
マ
ス

資源 ・未利用材（間伐材等）

取組 ・⽊質チップボイラーによる地域熱供給/熱電併給

効果 ・原料輸送等による域内経済効果、新規雇用創出

雪
冷
熱

資源 ・自治体で発生する除排雪

取組 ・夏期の冷房用熱源として利用

効果 ・企業（データセンター等の冷熱需要家）誘致促進

▼ 地域資源を活用した熱エネルギーの活用例

農産品・⽔産品
の栽培

ブランド化・
外貨の獲得

※

北海道 ＞ 全国
12.8 t-CO2/人 9.6 t-CO2/人

全国比で
約33%
多い

一人当たり
排出量

▲ 部門別温室効果ガス排出量の割合
（北海道地球温暖化対策推進計画（第３次改訂版）資料編より作成）

▲ 本道の最終ｴﾈﾙｷﾞｰ消費のｴﾈﾙｷﾞｰ源別割合
（北海道省エネルギー・新エネルギー
促進行動計画【第Ⅲ期】より作成）

※産業用として自家消費されたもの
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0.5%
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※ H30年度



北
海
道

弟
子
屈
町

地
熱
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

弟子屈町

取組の全体像 ▼

取
組
の
経
緯
・
背
景

▼

取
組
の
概
要

▼

取
組
の
効
果

▼

取
組
の
将
来
展
望

担当者インタビュー

弟子屈町役場

観光商工課 浜崎 係長

Ｑ

苦
労
し
て
い
る
点

地
熱
開
発
に
は
、
掘

削
技
術
が
必
要
で
す
が
、

業
者
さ
ん
・
技
術
者
さ

ん
が
圧
倒
的
に
不
足
し

て
い
ま
す
。
大
規
模
に

掘
削
で
き
る
事
業
者
さ

ん
は
日
本
全
国
で
も
数

え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、

国
内
で
は
取
り
合
い
の

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

弟
子
屈
町
で
は
、
昭
和
5
0
年
代
か

ら
豊
富
に
賦
存
す
る
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
て
、
町
自
ら
が
公
共
施
設
や

家
庭
向
け
に
給
湯
・
暖
房
事
業
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
2
7
年
か
ら
は
地
熱
理
解
促

進
事
業
が
開
始
。
町
内
の
地
熱
資
源
の

調
査
を
進
め
な
が
ら
町
民
理
解
を
促

す
勉
強
会
の
開
催
や
地
熱
理
解
促
進

協
議
会
の
開
催
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
2
8
年
度
の
分
散
型
エ
ネ
ル

ｰ

ｰ

ｰ

ま
た
、
弟
子
屈
町
・
ジ

オ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

は
、
熱
利
用
の
他
に
発

電
事
業
も
検
討
し
て
い

る
の
で
す
が
、
系
統
が

脆
弱
な
地
域
な
の
で
接

続
が
な
か
な
か
難
し
い

状
況
で
す
。
自
営
線
を

敷
く
と
な
る
と
、
非
常

に
コ
ス
ト
高
と
な
っ
て

し
ま
い
悩
ま
し
い
で
す
。

町
内
で
の
温
泉
供
給
事
業
の
需
要

拡
大
を
進
め
る
一
方
で
、
地
熱
発
電
事

業
も
同
時
に
進
め
て
行
き
ま
す
。
令
和

４
年
の
調
査
で
有
望
熱
源
が
確
認
で

き
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
活
用
し
た
発

電
事
業
を
本
格
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
温
泉
供
給
事
業
・
地

熱
発
電
事
業
に
よ
り
得
た
収
益
に
つ

い
て
は
、
町
の
移
住
・
定
住
施
策
に
活

用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て

平
成
2
9
年
度
か
ら
は
道
経
済
部
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
事
業
化
モ
デ
ル

支
援
事
業
を
活
用
し
、
地
域
主
導
に
よ

る
事
業
体
や
効
率
的
な
給
湯
を
図
る

た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
の
検
討

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
町
内
の
配
湯
所
で
の
配
湯
状
況

の
可
視
化
シ
ス
テ
ム
（
お
ゆ
れ
こ
）
を

導
入
し
、
効
率
性
向
上
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
2
9
年
度
か
ら
フ
ラ
ッ

シ
ュ
発
電
を
想
定
し
た
構
造
試
錐
井

掘
削
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
の
試
掘
で
は
有
望
熱
源
を
確
認

し
ま
し
た
。

効
率
的
な
給
湯
供
給
に
よ
り
、
家
庭

や
事
業
所
で
の
化
石
燃
料
使
用
量
が

削
減
で
き
る
た
め
、
熱
供
給
事
業
の
拡

充
で
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
地
熱
発
電
電
力
に
非
化
石

証
書
を
付
与
し
、
域
外
に
販
売
し
て
地

域
経
済
活
性
に
繋
げ
る
他
、
町
内
の
電

力
消
費
分
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
に
つ
い
て
も
証
書
で
賄
う
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

経
済
的
な
効
果
と
し
て
は
、
視
察
者

の
増
加
に
加
え
て
、
「
し
い
た
け
」
、

「
イ
チ
ゴ
（
摩
周
ル
ビ
ー
）
」
、
「
マ
ン

ゴ
ー
（
摩
周
湖
の
夕
日
）
」
な
ど
、
地
熱

を
活
用
し
た
農
産
品
の
特
産
品
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業
（
総
務
省
）
）
で

は
、
地
熱
資
源
を
活
用
し
た
弟
子
屈
・

ジ
オ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
３
０
年
の
胆
振
東
部
地

震
時
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
発
生
直
後

か
ら
住
民
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
や
域
内

で
の
経
済
循
環
へ
の
意
識
が
特
に
高

ま
り
、
地
熱
資
源
を
活
用
し
た
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

▲ 弟子屈町の目指す将来像

地域資源

源泉

地熱源

弟子屈
ジオ・エネルギー
カンパニー（仮）

新たな地域サービス事業創出

・地熱利用事業（発電等）
・温水供給事業
・生活支援サービス 等

資源
活用

サービス
提供

町民

地元事業者

移住者

新規事業者

サービス基盤拡充による
移住促進・新産業誘致等

サービス料金利用料金

収益による再投資・
雇用拡大

新たな産業創出
移住促進

収益による再投資

新たな配湯網の検討

▲ 配湯状況みえる化システム

▲ 摩周ルビー

▲ 摩周湖の夕日
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北
海
道

新
十
津
川
町

取組の全体像

新十津川町

新
十
津
川
町
は
、
町
の
総
面
積
の
８

割
を
森
林
が
占
め
る
こ
と
か
ら
、
平
成

２
７
年
に
森
林
資
源
の
利
活
用
、
地
域

資
源
の
地
産
地
消
を
目
的
に
「
森
林
資

源
活
用
研
究
会
」
を
発
足
し
、
活
用
策

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

検
討
の
結
果
、
町
の
観
光
資
源
の
拠

点
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
公
園
」
内
の
複

数
施
設
に
木
質
チ
ッ
プ
を
利
用
し
た
熱

供
給
施
設
の
設
置
を
構
想
し
、
平
成
３

０
年
に
は
事
業
可
能
性
調
査
を
実
施
、

令
和
元
年
よ
り
施
設
の
実
施
設
計
を

▼

取
組
の
経
緯
・
背
景

▼

取
組
の
概
要

▼

取
組
の
効
果

新
十
津
川
町
で
は
、
役
場
庁
舎
の
建

て
替
え
を
行
い
、
令
和
３
年
５
月
よ
り

供
用
開
始
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
で
は
、
暖
房
用
に
地
中
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
導
入
し
、
隣
接
す
る

消
防
事
務
室
等
と
、
災
害
時
の
稼
働
も

想
定
し
て
、
庁
舎
１
階
、
２
階
事
務
室

の
半
分
を
導
入
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
１
階
で
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の

運
転
状
況
や
消
費
電
力
な
ど
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
表
示
し
て
「
見
え
る
化
」
し
、

町
民
へ
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
、
議

場
な
ど
の
一
部
の
内
装
材
に
は
地
域
材

の
町
産
ト
ド
マ
ツ
を
用
い
て
い
る
な
ど
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
マ
テ
リ
ア
ル
利
用

も
進
め
て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
地
域
熱
供
給

担当者インタビュー

Ｑ

苦
労
し
て
い
る
点

化
石
燃
料
に
比
べ
る

と
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
は
安
定
稼
働

が
難
し
い
で
す
。

ま
だ
稼
働
し
て
間
も

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
故
障
が
発
生
す
る

と
職
員
が
都
度
、
現
場

に
赴
き
対
応
す
る
た
め

大
変
で
す
。

（左） 新十津川町 産業振興課 坂本 主幹

（右） 新十津川町 建設課 堀下 副主幹

町
内
の
山
林
で
発
生
す
る
間
伐
材

を
、
同
じ
く
町
内
の
加
工
場
で
チ
ッ
プ

に
加
工
し
、
「
ふ
る
さ
と
公
園
」
内
の

熱
供
給
セ
ン
タ
ー
に
輸
送
し
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
焼
す
る
こ
と

で
、
熱
需
要
が
特
に
多
い
近
接
す
る
３

施
設
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
町
営
の
温

水
プ
ー
ル
、
民
間
宿
泊
施
設
）
に
対
し

て
暖
房
・
給
湯
供
給
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

工
夫
し
て
い
る
点

安
定
稼
働
に
向
け
、

燃
料
使
用
の
削
減
に
努

め
る
と
と
も
に
、
細
か

な
ボ
イ
ラ
ー
温
度
の
設

定
や
熱
供
給
バ
ラ
ン
ス

に
注
視
し
、
エ
ラ
ー
解
消

に
向
け
て
加
工
業
者
や

ボ
イ
ラ
ー
業
者
と
細
か

な
打
合
せ
を
行
っ
て
い

る

と

こ

ろ

で

す
。

▲ 熱供給範囲

▲ 導入した木質バイオマス
ボイラー（ノルティング社製）

▲ 役場新庁舎

▲ 地域熱供給事業の概要

熱供給センター

◀ HPみえる化
システム

議場 ▶

新
十
津
川
町
役
場
新
庁
舎

行
い
、
令
和
３
年
よ
り
施
設
稼
働
を
開

始
し
ま
し
た
。

従
来
の
化
石
燃
料
ボ
イ
ラ
ー
と
比
較

し
て
、
年
間
の
二
酸
化
炭
素
換
算
で
、
約

7
6
9
ト
ン
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
削
減
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
付
随
的
な
効
果
と
し
て
、
木
質

チ
ッ
プ
へ
の
加
工
や
運
搬
に
よ
り
、
域

内
で
の
経
済
収
支
が
改
善
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
教
育
の
教
育
施
設
と
し

て
も
有
効
に
活
用
で
き
、
地
域
材
の
町

内
循
環
の
一
連
の
流
れ
を
説
明
し
つ
つ
、

身
近
な
環
境
配
慮
型
の
取
組
事
例
と
し

て
、
町
内
外
の
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
学

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

▼

取
組
の
将
来
展
望

現
在
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

は
稼
働
し
て
２
年
目
で
あ
り
、
予
想
以

上
に
故
障
（
主
に
チ
ッ
プ
詰
ま
り
や
火

格
子
の
停
止
）
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
、
安
定
稼
働
・
安
定
運

営
を
目
指
し
て
、
対
策
案
や
運
営
体
制

の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

温水プール

チップ加工場 ⺠間宿泊施設

スポーツセンター山林

3

輸送

輸送

熱導管 熱導管

熱導
管



株
式
会
社
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

雪
氷
熱
利
用
型
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

取組の全体像

美唄市

▼

取
組
の
経
緯
・
背
景

▼

取
組
の
概
要

一
般
的
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
お
よ
そ
半
分
は
、

サ
ー
バ
ー
の
冷
却
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
再
エ
ネ
電
力
で
賄
う
と
運
用

コ
ス
ト
は
悪
化
し
ま
す
が
、
W
D
C
は

こ
の
分
を
雪
冷
熱
で
代
替
で
き
る
た
め
、

経
済
性
の
面
で
優
位
性
が
生
ま
れ
、
且

つ
、
地
域
課
題
で
も
あ
る
除
排
雪
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
用
で
き
、
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
社
は
、
美
唄
市
で
発
生
す
る
除
排

雪
を
活
用
し
、
「
そ
ら
ち
工
業
団
地
」
内

に
、
W
D
C
を
建
設
し
ま
し
た
。

W
D
C
の
サ
ー
バ
ー
室
で
の
電
気
使

用
で
発
生
す
る
熱
と
雪
山
の
冷
熱
を
熱

交
換
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
バ
ー
室
冷
却
の

た
め
に
使
用
す
る
電
力
使
用
量
を
大
幅

に
削
減
し
て
い
ま
す
。

雪
冷
房
は
夏
期
の
み
の
稼
働
で
す
が
、

春
・
秋
は
冷
涼
な
外
気
に
よ
る
冷
房
を

取
り
入
れ
、
冬
期
は
逆
に
サ
ー
バ
ー
室
で

発
生
し
た
廃
熱
を
、
野
菜
栽
培
や
水
産

品
の
生
育
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

▼

取
組
の
効
果

▼

取
組
の
将
来
展
望

一
般
的
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
比
較

す
る
と
電
力
使
用
量
で
お
よ
そ
４
０
％

の
削
減
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
性
能
指
標
の
一

つ
で
あ
る
電
力
使
用
効
率
P
U
E

（
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
全
体
の
消
費
電
力
を

サ
ー
バ
ー
等
の
機
器
の
消
費
電
力
で

割
っ
た
数
値
）
で
み
る
と
、
一
般
的
な

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
1
.
6
か
ら

2
.
0
程
度
に
な
る
の
に
対
し
、

W
D
C
は
、
夏
期
で
も
1
.
0
4
程
度

と
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
性
能
で
す
。

ま
た
、
電
力
使
用
量
が
削
減
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
電
力
使
用
に
伴
う
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
や
運
用
コ
ス
ト
の
低
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

担当者インタビュー

実
証
実
験
か
ら
商
用
化
に
必
要
な
技

術
的
課
題
は
解
決
済
み
で
あ
り
、
現
在

は
顧
客
企
業
の
開
拓
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
０
０
ラ
ッ
ク
規
模
の
新
棟
建
築
の
構

想
が
あ
り
、
再
エ
ネ
電
力
の
導
入
整
備

も
併
せ
て
進
め
る
予
定
。
現
在
の
と
こ

ろ
広
大
な
立
地
を
活
用
し
て
の
太
陽
光

発
電
を
想
定
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は

草
本
系
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

野菜や水産物の生産

（左） 伊地知 代表取締役社長
（右） 本間 取締役

実
験
事
業
と
し
て
採
択
を
受
け
、
２
０

１
９
年
ま
で
技
術
的
な
検
証
を
進
め
る

こ
と
で
、
解
決
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

様
々
な
実
証
の
結
果
か
ら
事
業
性
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
起
業
に
至
り
ま

し
た
。

Ｑ

苦
労
し
て
い
る
点

Ｑ

工
夫
し
て
い
る
点

様
々
な
企
業
と
連
携

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
現
在
は
ま
だ
、

商
用
化
に
向
け
た
営
業

活
動
段
階
で
あ
り
、
商

談
を
進
め
る
中
で
、
実

績
を
見
せ
ら
れ
な
い
た

め
説
得
力
の
あ
る
説
明

が
難
し
い
こ
と
に
苦
労

し
て
い
ま
す
。

冷
熱
需
要
だ
け
で
な

く
温
熱
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
た
事
業
設
計
と

し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
事
業
性
が
劇
的

に
改
善
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
に
、
北
海
道
美
唄
市
で

活
動
す
る
産
学
官
の
研
究
団
体
で
あ
る

「
美
唄
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
」
で
、

市
内
で
発
生
す
る
除
排
雪
を
活
用
し
た

雪
氷
熱
活
用
型
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
ホ

ワ
イ
ト
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
W
D
C
）
）
構

想
が
発
案
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
地
域
で
の
十
分
な
冷
熱
需
要

が
な
く
事
業
化
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た

が
、
2
0
1
4
年
に
N
E
D
O
の
実
証

W
D
C
は
、
雪
冷
熱
の
活
用
と
再
エ
ネ

を
組
み
合
わ
せ
た
C
O
2
排
出
量
ゼ
ロ

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

▲市内の除雪を活用して
造成された雪山

▲サーバー棟 ▲サーバー室内

▲栽培ハウス ▲野菜栽培 ▲水産品の生育

▲WDC事業の概要

株
式
会
社
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

〒
０
７
９

０
２
６
１

北
海
道
美
唄
市

字
茶
志
内
３
６
２
３
番
1
0

T
E
L

０
１
２
６

３
８

３
５
７
１

ｰ

ｰ

ｰ
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実現に向けた道の取組

日
高
振
興
局

▼

職
員
に
よ
る
取
組
ア
イ
デ
ィ
ア
提
案

『
日
高
振
興
局
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
と
い
う
大

き
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
過

去
や
目
先
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
様
な
視

点
・
発
想
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
色
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
２
0
2
1
年
８
月
～
９
月

に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

庁
舎
内
の
若
者
職
員
を
中
心
に
、
６

チ
ー
ム
を
結
成
。
最
初
に
、
環
境
生
活
課

長
か
ら
の
全
体
レ
ク
チ
ャ
ー
で
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

考
案
期
間
は
約
１
か
月
。
議
論
の
進

め
方
や
提
出
形
式
は
自
由
と
し
ま
し
た
。

そ
の
せ
い
で
苦
労
し
た
チ
ー
ム
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
「
丸
投
げ
」
が
功

を
奏
し
、
実
に
多
彩
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が

集
ま
り
ま
し
た
。

▼ 「アイディア集」として取りまとめた12項目

▲ 各チーム作成資料の一部

す
で
に
一
部
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
振

興
局
事
業
と
し
て
実
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
部
（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
推

進
本
部
）
に
も
提
案
し
て
お
り
、
本
庁

の
事
業
の
参
考
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

石
狩
振
興
局

石
狩
振
興
局
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
の
実
現
に
向
け
た
地
域
の
機
運

醸
成
を
図
る
た
め
、
石
狩
管
内
の
市
町

村
や
事
業
者
・
団
体
等
と
連
携
し
、
環

境
イ
ベ
ン
ト
や
産
業
ま
つ
り
等
で
「
い

し
か
り
環
境
ミ
ラ
イ
展
」
を
出
展
し
て

い
ま
す
。

会
場
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を

や
さ
し
く
表
現
し
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

お
み
く
じ
」
の
配
布
や
、
こ
れ
か
ら
実

践
し
た
い
取
組
を
宣
言
い
た
だ
く
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
」
を
開
設
。

▼

わ
た
し
は
○
○
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
！

み
な
さ
ん
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
宣
言
い
た
だ
き
ま
し
た

� Facebook
きらり・いしかり
／石狩振興局

ウェブサイト
いしかり地域
ゼロカーボン
推進室

▼
石
狩
管
内
の
情
報
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
ひ
と
ま
と
め
に
！

「
い
し
か
り
地
域
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

推
進
室
」

ペ
ー
ジ
開
設
！

石
狩
管
内
市
町
村
や
振
興
局
の
取
組

の
ほ
か
、
事
業
者
向
け
の
支
援
情
報
や
お

▲ ゼロカーボン北海道
フォトスポットの様子

▲ チャレプロ（お子さま向け）
▲ ゼロカーボン
おみくじ

こ
れ
ま
で
に
参
加
い
た
だ
い
た
約

1
0
0
0
名
の
宣
言
は
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
『
き
ら
り
・
い
し
か
り
／
石
狩
振

興
局
』
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
！

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
候
変
動

対
策
に
関
心
を
持
ち
、
脱
炭
素
の
取
組
を

実
践
い
た
だ
け
る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

開催結果
概要は
こちらから!

１．馬糞を活用したバイオマス発電
２．コンブ漁場整備によるブルーカーボン増大
３．官⺠連携による森林整備
４．省エネと健康のための「早寝」促進
５．イントラネットを通じた職員への意識啓発
６．実践状況調査による職員の省エネ⾏動の

「⾒える化」
７．職場で使うオリジナルエコバッグの作成
８．職員の通勤時のライドシェア（相乗り）
９．職員向けの「ゼロカーボン弁当」の販売
10．公用⾞のカーシェアリング
11．⾼効率な事務機器や光熱設備への早期更新
12．公宅の省エネ化、寒冷地⼿当の刷新

5

ト
ク
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を

お
知
ら
せ
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
も
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
！

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
の
主
役
と
な
っ
て
い
く
道

内
高
校
生
を
対
象
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

先
進
的
な
取
組
を
進
め
る
地
域
・
企
業
を

訪
問
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

高
校
生
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催



『ゼロカーボン北海道』の

留
萌
振
興
局

留
萌
管
内
で
は
、
留
萌
教
育
局
と
留

萌
振
興
局
が
連
携
し
、
地
域
住
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
の
意
識
を
高
め
、
行
動
変
容
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
、
北
海
道
大
学

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
推
進
本
部

の
協
力
の
も
と
、
高
校
生
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
題
材
と
し
た
探
究

活
動
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
広
く
発
信

し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼

留
萌
教
育
局
と
連
携

「
留
萌
高
校
・
北
海
道
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

●

プ
レ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
随
時
）

●

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

●

オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会

高
校
生
が
、
北
海
道
大
学
の
教
授
と

大
学
院
生
か
ら
高
校
で
は
学
べ
な
い
専

門
的
な
知
識
や
探
究
の
方
法
に
つ
い
て

学
び
な
が
ら
、
探
究
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

令
和
４
年
７
月
1
1
日
に
北
海
道

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
、
関
係
す
る

教
授
陣
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
的
な

知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
風
力
発
電
に

関
わ
る
企
業
の
方
か
ら
、
風
車
の
有
用

性
や
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
1
0
月
６
日
に
留
萌
管
内

の
風
力
発
電
施
設
と
資
源
ゴ
ミ
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
、
埋
立
ゴ
ミ
施
設
の
実
地
調

査
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
燃
え
る
埋

立
ご
み
に
含
ま
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
の
多
さ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
探
究
活
動
か
ら

行
動
変
容
に
つ
な
が
る
取
組
を
ま
と
め
、

令
和
５
年
２
月
に
留
萌
管
内
の
小
・

中
・
高
校
生
と
地
域
住
民
を
対
象
と
し

た
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
実
践
発
表
会

と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
全
道
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

▲プレワークショップの様子

▲フィールドワークの様子

▼

出
来
る
こ
と
か
ら
ひ
と
つ
ず
つ
。

脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
目
指
し
、

マ
イ
ボ
ト
ル
＆
弁
当
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

釧
路
総
合
振
興
局
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
実
現
に
向
け
た
職
員
の
率
先
実
行

と
し
て
、
「
出
来
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
ず

つ
。
」
を
合
言
葉
に
、
マ
イ
ボ
ト
ル
＆
手
作

り
弁
当
の
持
参
を
呼
び
か
け
る
取
組
を
、

6
月
～
9
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

「
週
5
日
コ
ン
ビ
ニ
ラ
ン
チ
」
の
職
員
が
、

「
1
日
弁
当
持
参
、
1
日
食
堂
利
用
、
残
り

は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
」
に
変
わ
っ
た
ら
、
弁
当

の
容
器
・
フ
ォ
ー
ク
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
ワ

ン
ウ
ェ
イ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
、
少
し
だ
け

使
わ
ず
に
す
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

主
婦
歴
3
0
年
の
職
員
を
中
心
に
3
つ

の
テ
ー
マ
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
作
成
。
庁
内

メ
ー
ル
に
定
期
掲
載
（
全
9
回
）
し
、
弁
当

づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
ず
は
【
初
心
者
向
け
】
と
し
て
、
タ
ッ

パ
ー
を
使
用
し
た
「
の
っ
け
弁
当
」
や
、
基

本
的
な
ゆ
で
卵
の
作
り
方
な
ど
を
紹
介
。

【
毎
日
持
参
し
て
い
る
人
向
け
】
と
し
て

は
、
調
理
グ
ッ
ズ
の
活
用
に
よ
る
時
短
例

を
紹
介
。
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
の
考
え
に
基

づ
く
地
産
地
消
促
進
の
た
め
、
商
工
労
働

観
光
課
主
催
物
産
イ
ベ
ン
ト
と
連
動
し
た
、

地
場
産
食
材
・
加
工
品
を
紹
介
す
る
試
み

も
行
い
ま
し
た
。

職
員
向
け
の
取
組
で
は
あ
り
ま
す
が
、

I
n
s
t
a
g
r
a
m
「
エ
ン
ジ
ョ
イ

く
し
ろ
」
（
振
興
局
職
員
有
志
S
N
S
）

で
も
広
く
発
信
し
、
多
く
の
「
い
い

ね
！
」
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
を
目
指
し
、
出

来
る
こ
と
か
ら
ひ
と
つ
ず
つ
。
皆
さ
ん

も
、
ま
ず
は
弁
当
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

さ
ら
に
は
、
各
職
員
が
自
身
の
食
生
活

を
見
直
し
、
健
康
増
進
を
考
え
る
機
会
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
、
釧
路
保
健
所
管
理

栄
養
士
の
協
力
・
監
修
の
も
と
、
【
健
康

に
不
安
の
あ
る
人
向
け
】
と
し
て
、
「
減

塩
」
「
バ
ラ
ン
ス
」
な
ど
調
理
の
基
本
を

紹
介
し
ま
し
た
。

6

ま
た
、
高
校
生
は
、
大
学
内
の
ゴ
ミ
分

別
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
留

萌
市
と
の
分
別
の
違
い
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

釧
路
総
合
振
興
局

道
で
は
、
節
電
の
取

組
を
進
め
る
た
め
、
国

の
節
電
ポ
イ
ン
ト
に
上

乗
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
気
事
業
者
の
取
組

に
お
申
し
込
み
で
、

『
４
千
円
』
相
当
の
特

典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

受
付
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

↑ 詳細は
こちら
から!

今
冬
は
お
得
に
節
電
し
ま
し
ょ
う
！

ゼロカーボン北海道チャレンジ ！
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ZEBコンサルティング

Z
E
B
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
）
と
は
、
快
適

な
室
内
環
境
を
実
現
し

な
が
ら
、
建
物
で
消
費
す

る
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
建

築
物
の
こ
と
で
す
。

Z
E
B
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

は
、
「
Z
E
B
設
計
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
や
「
Z
E
B

や
省
エ
ネ
建
築
物
を
設

計
す
る
た
め
の
技
術
や

設
計
知
見
」
を
活
用
し
て
、

一
般
に
向
け
て
広
く
相

談
窓
口
を
有
し
、
業
務
支

援
（
建
築
設
計
、
設
備
設

計
、
設
計
施
工
、
省
エ
ネ

設
計
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
等
）
を
行
う
事
業
者
で

す
。
一
般
社
団
法
人
環
境

共
創
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が

登
録
を
行
い
ま
す
。

道
内
で
Z
E
B
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
２
社
（
北
海

道
電
力
（
株
）
・
北
海
道

ガ
ス(

株)

）
の
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

事
例
①

北
海
道
電
力
（
株
）

▼

サ
ー
ビ
ス
の
概
要

▼

他
社
と
の
差
別
化

ほ
く
で
ん
Z
E
B
コ
ン

サ
ル
で
は
、
Z
E
B
化
を

検
討
さ
れ
る
お
客
さ
ま
に

対
し
て
、
建
築
物
の
企
画

段
階
か
ら
設
計
・
施
工
、

運
用
に
至
る
ま
で
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
社
の
こ
れ
ま
で
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
新

築
・
改
修
を
問
わ
ず
、
建

物
用
途
に
応
じ
て
、
最
適

な
シ
ス
テ
ム
を
ご
提
案
い

た
し
ま
す
。

運
用
段
階
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
分
析
や
室
内
環

境
調
査
に
よ
る
運
用
検
証

を
行
い
、
運
用
改
善
ま
で

一
貫
し
て
行
う
『
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ニ
ン
グ
』
の
活
用
を

ご
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

当
社
は
道
内
自
治
体
の

新
築
・
既
存
公
共
施
設
の

Z
E
B
化
と
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ニ
ン
グ
提
案
を
実
施
し
て

お
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

当
社
は
２
０
１
７
年
度

よ
り
Z
E
B
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

現
在
で
は
道
内
最
多
の
コ

ン
サ
ル
実
績
を
有
し
て
お

り
ま
す
。
（
S
I
I
公
表

デ
ー
タ
よ
り
）

ま
た
、
当
社
の
Z
E
B

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
、『
２
０
２
１

年
度
省
エ
ネ
大
賞
（
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
長

賞
）
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

事
例
②

北
海
道
ガ
ス
（
株
）

▼

サ
ー
ビ
ス
の
概
要

▼

他
社
と
の
差
別
化

北
海
道
ガ
ス
（
以
下
、

北
ガ
ス
）
は
、
2
0
2
1

年
4
月
よ
り
Z
E
B
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
、
建
物
計

画
・
設
計
段
階
で
の
シ
ス

テ
ム
提
案
か
ら
補
助
金
申

請
、
運
用
サ
ポ
ー
ト
ま
で

担
う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

「
総

合

エ

ネ

ル

ギ
ー

サ
ー
ビ

ス

事

業
」
の

推
進
で
培
っ
て
き
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
提
案
に
よ
り
、
快

適
性
は
確
保
し
な
が

ら

「

省

エ

ネ

」

と

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強

化
」
を
兼
ね
揃
え
た

Z
E
B
の
普
及
拡
大

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

北
ガ
ス
が
提
案
す
る

Z
E
B
の
特
徴
は
「
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
強
化
」
に
あ
り

ま
す
。
災
害
に
強
い
ガ
ス

イ
ン
フ
ラ
と
電
源
自
立
型

ガ
ス
空
調
設
備
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
停
電
時

も
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
発
電

に
よ
り
空
調
・
照
明
・
コ

ン
セ
ン
ト
等
の
継
続
使
用

が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、

太
陽
光
等
を
組
み
合
わ
せ

れ
ば
、
よ
り
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
強
化
に
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
、
北
ガ
ス
で
は
C
O
2

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
ガ
ス
・
電
気
）
供

給

も

行

っ

て

お

り
、

Z
E
B
化
に
よ
る
省
エ
ネ

と
セ
ッ
ト
で
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ビ
ル
」
の

実
現
が
可
能
で
す
。

●

そ
も
そ
も
・
・
・

Ｚ
Ｅ
Ｂ
っ
て
何
？

▲ ＺＥＢのイメージ （環境省HPより）

▲ ＺＥＢプランナー制度の概要
（（一社）環境共創イニシアチブ（SII）HPより）

※本誌はカーボンオフセット紙で印刷されています。

Ｚ
Ｅ
Ｂ

プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度

中⼩企業でも取り組み易い !!


